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□
と
き　

１１
月
８
日
㈪
午
前
１０

時
―
正
午

□
と
こ
ろ　

市
共
同
福
祉
会
館

　
　

露
木
淳
子
志
２
６
―
２
６

６
０

　

来
年
、
大
正
百
年
祭
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
大
正
文
化
祭
と

産
業
祭
、
文
化
祭
を
大
正
村
か

え
で
ま
つ
り
と
し
、
盛
大
に
開

催
し
ま
す
。

□
と
き　

１１
月
１３
日
㈯
、
１４
日

㈰
午
前
９
時
―
午
後
３
時
半

（
１３
日
の
文
化
祭
は
午
後
５
時

ま
で
）

□
と
こ
ろ　

▽
大
正
文
化
祭

（
大
正
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
）
＝

大
正
ロ
マ
ン
館　

▽
産
業
祭
＝

浪
漫
亭
横
倉
庫
内　

▽
文
化
祭

＝
明
智
文
化
セ
ン
タ
ー
、
明
智

公
民
館
、
か
え
で
ホ
ー
ル
（
か

え
で
ホ
ー
ル
で
、
１４
日
㈰
午
後

２
時
「
ふ
る
さ
と
う
た
の
日

カ
ー
ニ
バ
ル
」を
開
催
し
ま
す
）

　
　

か
え
で
ま
つ
り
実
行
委
員

会
事
務
局
（
明
智
振
興
事
務
所

内
）
志
５
４
―
２
１
１
１

　

町
内
の
農
産
物
や
、
商
工
業

生
産
品
な
ど
の
展
示
と
即
売
。

ゆ
か
り
の
里
の
愛
知
県
知
多
市

や
西
尾
市
、
静
岡
県
伊
豆
市
、

掛
川
市
の
物
産
即
売
会
や
も
ち

投
げ
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　

ま
た
岩
村
町
民
展
や
、
移
動

動
物
園
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

□
と
き　

１１
月
１４
日
㈰ 

午
前

９
時
半
―
午
後
２
時

□
と
こ
ろ　

岩
村
公
民
館
と
そ

の
周
辺

　
　

岩
村
町
産
業
祭
実
行
委
員

会
（
城
下
町
ホ
ッ
ト
い
わ
む
ら

事
局
）
志
４
３
―
４
６
２
２
、

市
恵
南
商
工
会
岩
村
支
所
志
４

３
―
２
６
３
６

　

三
郷
町
で
、
美
し
い
田
園
風

景
や
ア
ル
プ
ス
を
一
望
で
き
る

散
歩
道
を
散
策
し
な
が
ら
、
実

り
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

□
と
き　

１１
月
２０
日
㈯
午
前
９

時
―
午
後
２
時

□
と
こ
ろ　

茅か
や

葺ぶ
き

の
家
（
佐
々

良
木
）、野
井
ア
グ
リ
公
園
（
野

井
）、
そ
ば
の
郷
ら
っ
せ
ぃ
み

さ
と
（
道
の
駅
）
ほ
か

□
内
容　

各
所
の
イ
ベ
ン
ト
ポ

イ
ン
ト
で
、
町
内
で
収
穫
さ
れ

た
秋
の
味
覚
を
味
わ
い
ま
す
。

　
　

ご
へ
だ
祭
り
実
行
委
員
会

事
務
局（
三
郷
振
興
事
務
所
内
）

志
２
８
―
１
０
０
１

□
と
き　

１１
月
２１
日
㈰
午
前
９

時
５５
分
―
午
後
６
時

□
と
こ
ろ　

サ
ン
ホ
ー
ル
く
し

は
ら

□
内
容　

▽
文
化
祭
＝
中
山
太

鼓
、
歌
舞
伎
、
合
唱
、
舞
踊
な

ど　

▽
産
業
展
＝
農
産
物
展

示
、即
売　

▽
文
化
展
＝
写
真
、

短
歌
、
絵
手
紙
、
保
育
園
・
小
・

中
学
校
・
市
民
講
座
作
品
展
示

▽
そ
の
他
＝
も
ち
投
げ
（
景
品

付
）、
バ
ザ
ー
な
ど

　
　

ふ
る
さ
と
祭
り
実
行
委
員

会
事
務
局
（
串
原
振
興
事
務
所

内
）
志
５
２
―
２
１
１
１

　

恵
那
峡
と
和
田
川
の
甌お

う

穴け
つ

を

目
指
し
て
歩
き
ま
す
。

□
と
き　

１２
月
５
日
㈰
午
前
８

時
半
集
合
、
９
時
出
発　

□
集
合
場
所　

ま
ち
な
か
多
目

的
防
災
広
場
（
大
井
町
）

□
料
金　

無
料

　
　

長
島
町
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
（
中
公
民
館
２
階
）
志
２
５

―
１
２
８
５

　

㈶
伊
藤
青
少
年
育
成
奨
学
会

は
「
日
本
の
こ
れ
か
ら
、
日
本

人
の
こ
れ
か
ら
」
と
題
し
て
、

理
学
博
士
の
藤
原
正
彦
氏
（
数

学
者
・
作
家
・
お
茶
の
水
女
子

大
学
名
誉
教
授
）
の
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

□
と
き　

１２
月
３
日
㈮
午
後
６

時
半
（
開
場
午
後
６
時
）

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー

□
料
金　

無
料
（
た
だ
し
往
復

は
が
き
で
申
し
込
み
が
必
要
）

□
定
員　

９
１
２
人
（
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
）

□
応
募
方
法　

往
復
は
が
き
の

往
信
用
に
①
郵
便
番
号
②
住
所

③
氏
名
④
性
別
⑤
年
齢
⑥
電
話

番
号
⑦
希
望
人
数（
２
人
ま
で
）

⑧
車
椅
子
を
利
用
の
場
合
は
そ

の
数
、
母
子
室
の
希
望
の
有
無

な
ど
―
を
記
入
の
上
、
送
付
く

だ
さ
い
。
抽
選
結
果
は
、
１１
月

２０
日
㈯
ご
ろ
ま
で
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

□
締
め
切
り　

１１
月
１５
日
㈪

（
消
印
有
効
）

　
　
　
　

〒
５
０
７
―
０
０
６

２
多
治
見
市
大
針
町
６
６
１
―

１　

㈶
伊
藤
青
少
年
育
成
奨
学

会
・
藤
原
正
彦
講
演
会
係
志
０

５
７
２
―
２
０
―
０
８
０
０

【
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
場
】

□
と
き　

１１
月
１０
日
、
２４
日
、

１２
月
８
日
、
２２
日
（
水
曜
日
）

午
前
１０
時
―
正
午

【
岩
村
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
場
】

□
と
き　

１１
月
５
日
㈮
、
１２
月

３
日
㈮
、
１７
日
㈮
午
後
１
時
―

３
時
、
１１
月
１９
日
㈮
午
前
１０
時

―
正
午

【
共
通
】

□
対
象
者　

市
内
に
在
住
し
、

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

（
移
動
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
な
ど
、
送
迎
や
付
き
添

い
は
、各
自
で
お
願
い
し
ま
す
）

□
定
員　

５
人
程
度

□
内
容　

パ
ソ
コ
ン
入
門
か
ら

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の
入
門
と

基
礎

□
料
金　

２
５
０
円
／
回
（
別

途
資
料
代
な
ど
が
必
要
）

□
持
ち
物　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

（
パ
ソ
コ
ン
の
無
い
方
に
は
、

貸
し
出
す
こ
と
も
で
き
ま
す
）

□
申
し
込
み
方
法　

フ
ァ
ク
ス

か
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン

サ
ポ
ー
ト
え
な
（
山
田
）
志

０
９
０
―
７
０
４
７
―
５
６
４

９
思
２
６
―
１
９
８
５

　

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

が
開
催
す
る
、
１２
月
期
各
種
講

座
を
案
内
し
ま
す
。

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】 

□
と
き　

１２
月
７
日
㈫
、
９
日

㈭
、
１４
日
㈫
、
２１
日
㈫
午
前
９

時
半
―
１１
時
半

□
内
容　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
を
使

い
、文
字
入
力
や
マ
ウ
ス
、キ
ー

ボ
ー
ド
の
使
い
方
な
ど
、
パ
ソ

コ
ン
の
基
本
操
作
を
丁
寧
に
説

明
し
ま
す
。

□
料
金　

６
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
９
０
０
円
）

□
定
員　

１８
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
視
聴
覚
室

□
申
し
込
み
期
間　

１１
月
１１
日

㈭
午
前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日

ま
で
。
再
受
講
者
の
受
講
の
可

否
は
、
１１
月
３０
日
㈫
以
降
に
連

絡
し
ま
す
。

　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

　

わ
た
し
た
ち
恵

め
ぐ
み

会
は
、
大
正

村
音
頭
保
存
会
（
代
表
・
堀
つ

え
さ
ん
）
や
歌
手
の
城
ゆ
き
さ

ん
と
「
大
正
お
ん
ど
」
の
歌
と

踊
り
で
、
恵
那
市
と
日
本
大
正

村
を
Ｐ
Ｒ
。
伊
勢
ま
つ
り
な
ど

に
参
加
し
て
、
全
国
に
大
正
百

年
祭
や
恵
那
、
明
智
へ
「
お
ん

さ
い
」と
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

来
年
３
月
に
は
、
中
京
大
学

文
化
市
民
会
館
（
名
古
屋
市
）

で
も
Ｐ
Ｒ
す
る
予
定
で
す
。
皆

さ
ん
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
　

日
本
民
踊
研
究
会
恵
会

（
宮
武
玲
子
）
志
２
５
―
２
５

２
９　

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ

ベントや各種募集などを市内に周知するため

のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に

関する掲載はできません）
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広聴係志２６-２１１１（内線３１９）

　

新
聞
に
、
長
島
町
中
野
か
ら
武
並

町
藤
ま
で
の
約
６
・
３
㌔
の
中
山
道

を
、
国
の
史
跡
に
す
る
よ
う
に
文
化

庁
へ
申
請
す
る
と
い
う
記
事
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
近
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
訪
れ
る

観
光
客
も
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

案
内
板
や
説
明
板
な
ど
が
整
備
さ
れ

て
い
る
の
で
す
か
。（

匿
名
・
岩
村
町
）

　

現
在
、
市
で
は
、
長
島
町

中
野
新
田
か
ら
武
並
町
藤
の

瑞
浪
市
境
の
中
山
道
の
う
ち
、
往
時

の
遺
構
や
雰
囲
気
が
色
濃
く
残
っ
て

い
る
区
間
を
、
国
の
史
跡
に
申
請
す

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

中
山
道
は
、
市
の
貴
重
な
歴
史
遺

産
で
あ
り
、観
光
資
源
で
あ
り
ま
す
。

市
内
の
中
山
道
沿
線
と
そ
の
中
心
と

な
る
大
井
宿
内
で
は
、
皆
さ
ん
や
観

光
客
の
利
便
を
良
く
す
る
た
め
に
、

昭
和
６１
年
度
か
ら
平
成
４
年
度
を
中

心
に
、
公
衆
便
所
や
沿
線
史
跡
の
整

備
、
案
内
板
や
説
明
板
の
設
置
な
ど

を
集
中
的
に
行
い
ま
し
た
。
平
成
１１

年
度
に
は
、新
た
な
標
柱
の
設
置
と
、

読
み
に
く
く
な
っ
た
説
明
板
の
一
部

を
更
新
。随
時
、修
理
や
更
新
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
沿
線
の
各
地
区
に
は
、
中
山

道
の
保
存
会
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

道
沿
線
の
草
刈
り
や
施
設
の
維
持
管

理
に
協
力
い
た
だ
き
、
官
民
協
働
で

良
好
な
状
態
を
保
つ
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

秋
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
の
中
山
道

は
、
と
て
も
良
い
雰
囲
気
で
す
。
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
ぜ
ひ
、
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

（
文
化
課
）

申問　：問い合わせ　　：申し込み

▲茅葺の家でごへだを販売

問

申
・
問

問

父
子
家
庭
の
祖
父
母
会

大
正
村
か
え
で
ま
つ
り

く
し
は
ら
ふ
る
さ
と
祭

り

問

申
・
問

中
山
道
は
官
民
協
働
で

保
全
し
て
い
ま
す

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

申
・
問

１２
月
期
講
座
を
開
催

実
り
の
秋
を
楽
し
む

「
ご
へ
だ
祭
り
」

問問

「
国
家
の
品
格
」
の
著
者

藤
原
正
彦
氏
の
講
演
会

「
大
正
お
ん
ど
」
で

大
正
百
年
祭
を
Ｐ
Ｒ

問問

秋
を
身
近
に
感
じ
る

第
２８
回
岩
村
町
産
業
祭

▲

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
「
恵
那
街
道
歩
記
」。

教
育
委
員
会
文
化
課
や
観
光
交
流
室
、
観

光
物
産
館
「
え
な
て
ら
す
」
で
手
に
入
り

ま
す

お
さ
し
ま

知
っ
チ
ャ
オ
ウ
オ
ー
ク

▲藤原正彦さん


